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　Korean　delegations　came 　to　Japan　l2　times 　f
’
roln 　KeichQ 　12 （1607）tD　Bunka 　8 〔1811 ）during 　the

200−year　Edo 　period 、　Banqllets　for　the　delegatlons　renected 　Japanese　prestige、　so　the　records 　on 　the

ba皿 quet 　meals 　are 　valuable 　to　investigate　Japanese　food　 cul しure 　dllring　Edo 　Pcriod ．　Records　of　rhe

banquets　for　the 　middle 　and 　lo隅er 　c⊥asses 　 of　 officers 　irl　Lhe　delegat 孟〔ms 　 at　Tenna （1682），　Shout，oku
（1711），Enkyou（1748）and 　Houreki （ユ764）froln仁he　doc／：uTuents 　Qf　the　Tsushima　clan 　were 　studied 　to

identify　the　food　 and 　 cooking 　 meth 匸）ds　used 　dur主ng 　the　Edo　period　o「Japan．　There　was 　a　great
difference　in　the　frequer［ey 　of 　use 　of 　chicken ，　pork　and 　venjson 　betLveen　the　Korean　and 　Japan巳se
diets、　Whale 　mea 匸 照 s　rluしfrequently　served 　because　it　was 　not 　eaten 　in　Korea．　Meats　on 　the　whDle
｛，er ／ded 　to　be　bQiled，　rather 　than　roas しcd

，
　while 　beast　meats 　tended 　Lo　be　rQasted 　rather 　1．hal／boiled，

　　　　　　　　　　　　（Received　April　l　l，1998 ；Accepted　ln　revlsed 　form　Deeember 　24，1998）

Keywords ：Korea皿 delegation　朝鮮 通信使，　 banquet　menu 　供応献立，　 Edo　period　江戸時代，

　 1．緒　　論

　朝鮮通信使 は 親善使節 と して ，慶長 12 （1607）年

か ら文化 8 （1811）年 まで の 約 200年間に 12 回来日

して い る．通信使の 日本滞在中の 供応食は質的 に は 凵

本 の 威信をかけた もの であ り， 量的 に も約 500人 と大

勢で ，わが 國 の 食文化へ の 影響が推定 され る．こ れら

の 朝鮮通信使供応食に 関する 研究 は，近年盛 ん で 対馬

藩供応 （大坪 と宮川 1989 ；大坪 等 1990＞，供応 の膳組

（大坪 と秋山 1990，ユ995），供応 の 食 1冒1 （高正 と山 ド

1990）な ど様々 の 角度か らの 報告が見 られ る，しか し

なが ら，こ れ ら は い ずれ も通信使 の L 分 （三使 ・E々

官 ・上官 ・次官） の 供応に 主眼 を お くもの で あ り，約

9 割を 1  め る ド分 （中官以 下 の 役 職，以 卜，下 分 と総

称す る）に関する もの は み ら れな い よ うで ある．朝鮮

通信使へ の 供応 は江戸城 中の 儀礼宴お よ び，道 中の 一ヒ

分 に は，外交上 の 儀礼 を重 視 し
， 両国間 の 摩擦 をさけ

る た め 先例踏襲 の 供応 が 施行 さ れ て い るが （大坪 と秋

山 ユ990），人数面で は約 9割 と最 も多くを占め，日数

而 で も長期に わた る道中 に おけ る 下 分 で は，質 ・
量 の

両面 で時代 に対応 した 供応が必要で あっ た （秋 山 と 大

坪 1996）、なか で も獣鳥鯨肉類は 肉食に 対す る 両国間

の 食文化の 相違 もあ っ て ，他の 食品 と は 異な る対応 が

行 わ れ た と推定され る ，そ こ で ，天和
・
正徳 ・延享 ・

宝暦各信使 の 下分 の 供応食中，獣鳥鯨肉類 の 食品お よ

び料理 の 調査 に よ り
， 時代 に お け る推移 ，階層に よ る

格差 など，わが 国に お け る 獣鳥鯨肉食の実態，さ ら に

は異文化受容の 解明を ri的 として本調査を行 っ た ，

　 2．史料 お よび 調査方法

　史料は 大 和信使 （天利 2 ・1682年），正 徳信使 （正

徳 兀
・1711年〉，延享信使 （延享 5 ・1748年）， 宝暦

信使 （宝暦 14・1764年）の約 80 年間の記録中，中宮 ・

（349） 41

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政 学会誌　Vol．50　No．4 （1999）

表 L 来聘年別 ・階層別人数

来聘年他

階層区分
天和信使 止 徳信使 延享信使 宝暦信使

黒田 藩
料
　東槎 日記

＊ ／t
　　　 黒田 ts＊s

　 〔人 〕　　　 （人 ）　　　　　　 （人 ）

　 3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

　 3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

黒 田 藩
網
　 広島藩

”t’

　 （人）　　　 （人）

尼 崎 藩
部

　 （人〕
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判
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封
1：1

割
lll

33

313213163262
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−
ー

25

163262

33

捌

墓1
合計 475 473 500 480
’1

記 載 な し c （⊥682），
＊2

金 （1682），
（1748），

＊ 6
記載 な し g （1764）．

＊s
記 載 な し d 〔1711〕，

　 　 　 480　　 　　　　 　 483

＊ ’t
記 載 な し e （ユ748），蛎

記 載 な し f

下官
・
通詞

・
通詞 卜

．
々 の 各階層 の 参 ・

卜
．
向の 献立 が 記

録 され た 以下の もの で あ る．

a ：大 和信使 記録第 1冊

　 図書館蔵

b ：天和信使記録第 2冊

C ：天 不凵イ言イ吏言己金景第 9 冊
一

d ：正 徳信使記録第 70冊

e ：正徳信使記録第 71冊

f ：延享信使記録第 28 冊

9 ：

宗 家記録　慶応義塾 大学

上

ヒ

上

上

上

同

同

同

同

同

　　 宝暦信使記録参向道中献立　同 H

　h ：宝暦信使記録 ド向道 中献立　同上

　上 記史料中に は ，道中に お い て 中官 ・下官，お よ び

通詞 ・通詞下 々 の各階層に提供された食事の料理，食

品が記録され て い る．これ らの 史料か ら，獣鳥鯨肉類

の 種類 ， 調理法につ い て使用 の 実態を明 らかに し，さ

らに，来聘年 の 比較 に よ り時代 に おけ る動 向に つ い て

考察 した．

　 なお，来聘年別 ・階層別食品 の 使用頻度 は ，食品 の

使用回数 を各来聘年 ・各階層 の 献立数 で それぞれ除 し，

こ れ に 100を乗じ て求め た，また，調理法の使用頻度

は各調理法の 使用 回数を，それ ぞ れ の食品の総使用回

数で 除 し，こ れ に 100 を乗 じて 求め た，

　（1） 朝鮮通信使 と階層区分 〔巾官， 卜
．
官，通詞，通

　　　詞下 々 ）

　朝鮮通信使
一
行は外交上 の 重要性，長期 の 旅程など

の 必要 か ら，様 々 な 職種 に よ る多人数 の 構成 で 来 日 し

42

て い る
判

．同時代 ，身分制度 の 固定化し た わが 国 に あ

っ て は，朝鮮通信使に お い て も朝鮮側 の職種に よ り細

分化され た複雑な構成を，接待などの 利便性の た め い

くつ か の 区分 に 類別す る 階層制 を 設 けた．す なわ ち，

三使 （止使，副使，従事官），上 々 官，上官 ・次官（ヒ

判事か ら騎船将 まで ），中官
・
下官 （都訓導か ら旗 手

ま で 〉 の 各階層 で あ る．こ れ ら の うち，供応膳組 の 格

差 （七五 三 ・五 々 三 の 有 無），人数面，さらに は史料

で も中官以 下 は別記さ れ る な どの 事例 か ら
，

三使か ら

次官まで の 上 分に対 し，人数而 で は多数を占め る III官

以下 を下分 と して 区別 し た．こ れ らの 階層 区分 は，表

1 の よ うに
一
三使 ，

上 々 官 な ど は 固定化 して い る が ， ヒ

官 ， 次官 ， 小童な ど の
一

部階層 は 来聘年，場所 などに

よ り変化 して い る．

　なお，通詞 ・通詞下 々 は対馬藩雇用の 日本人で は あ

る が，通信使の 来 日 の 日 的 を達成す る た め に特別編成

された もの で ，幕府，沿道諸藩で は，随行員の 対馬藩
一

行とは区別 して供応 お よ び下行
＊2

を行 っ た．朝鮮通

（350）

’ 1
延享度 来 聘時 の朝鮮通 信 使役 職 ：正 使，副 使，従事

　官，上 々 官，上 判事，製述官，書記 ， 次 ヒ判事，押

物 判 事，良医，医員，写 字官，画 員 ，正 使 軍 官，副

使軍 官，従事軍 官，別 破陣，馬 上 才，理 馬，典 楽，
伴 ｛尚，馬奇離｝将 ，者区訓 導，　卜船 将，　t・L単直，　廳直，　盤

纏 直，小 通 事 ，小 童 ，r 使 奴 子 ，一行 奴 了．，吸 唱 ，
使 令 ，吹 手，刀 尺，炮 手，纛奉侍，形名旗奉侍，節

鉞持，旗 手 〔『延 享度朝 鮮人来聘記」 〔記 載 な し f

1748）　よ　リイ乍成 ），
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表 2．束聘年別 ・参下 向別旅程

参 ・下 向，発 ・
着

来聘年 参　　向 下　　向

発 （枚方） 着 儡 川 ） 発 儡 1［［） 着 倣 方）

天和 2 年　　 7 月 3G円

（1682）　 　 9 月 1 日

8月 21H9

月 22ti

9 月 12 円

⊥O 月 12 日

10月　 1 ［1

10月 31 凵

正 徳元年　　 9 月 27 日

（1711〕　 ll月 7 日

1D月 18 日

11 月 27 円

11月 19 日

12月 28 日

12月　7 日

ユ月 14日

延 享 5年　　 S 月　1 日

〔1748）　　　　　5 月　27　日

5 月 20 日

6 月 工5 日

6 月 13 凵

7 月　8 日

6月 28 日

7 月 23 日

宝暦 14年　　 1月 26 凵

　（1764）　 　 2 月 27 日

2 月 1511
3 月 17 凵

3 月 11 日

4 月 ！l 凵

4 月　4 凵

5 月　・2 日

卜段　旧 暦，
一
ド段 ：新 暦，

信使供応 の 記録 にも，「中官，下 官，通詞之者江所 々

二 而之獻 、ン1」 （史料 C；） と 中官，下 官と 同様 に 献 立 が

記載 さ れ る な ど，通信使
一

行と して の 供応に 含まれ て

い る こ と か ら，中官，下官 と
一一

体の もの と して 下分供

応の 調査 の 対 象と した ．ま た
， 彼我 の 供応 の 差違をみ

る た め に，
一

部 は 中官 ， 下官 と 区別 して検討し た、

　こ れ らの 通詞，通詞 卜
．
々 の 人数は，史料中の 記載で

は 延享度 ・参向 ・濱松，江尻 で は，通詞 41 入，通詞

ド々 82 人 （史料 f）， 同 ・ド向 ・濱杠｝，43 人，87人

（史料 f），宝 暦 度 ・参 向 ・八 幡，4ユ人，82 人 （史料

g），同 ・ド向 ・藤枝，42 人 ， 84人 ， 藤沢 ， 47 人，94

人，見付，43 人，86 人 （史料 h） と 場所 に よ り若干

の相違はある が ，概略，通詞 ，四 十数人，通詞下 々
，

八
．1−’数人が 同行 した．

　（2）　来聘年と 季節

　食品調査に は，それ ぞ れ の食品 の 旬 に 関 わ る 季節の

影響が大 きい こ とを考慮 して，表 2 に 来聘 年別，参下

向別旅程を示 し考察の 参考 と した ．

　3 ．結果お よ び考察

　（1） 階層別 ・来聘年別
・参下 向別献立数

　各来聘年 の 史料か ら抽出 した使用献立数を
， 来聘年

別，階層別，参下 向別に まとめ て 図 ユに 示 した．

　献立数 は 場所，階層 ， 食半区分 を含め た 延 べ 数で ト
．

分総数 で は，天 和 301回，正 徳 301回 ， 延享 360同，

＊ t
朝鮮通信使

一
行 に 対 し，各藩 よ り提供 され る旅程中

　 の 食材料，幕府 に よ り内 容 が細 か く規定 され た．

宝暦 425回で ある ．来聘年の 献立数の差違は
， 供応 の

記録が 次第に 」
’
寧 と な り記載もれが少なくな っ た こ と

や，宝暦な どの 天候不順 の ため の 臨時逗留 に よ る 献立

数 の 増加が考え ら れ る ．階屑 別 で は 中官 371回，下官

362回 ， 通 詞 346 回，通詞下 々 308回 の 順 で 少 な い ．

下分供応 の 記録に は階層 に よ り記載されない 事例 が あ

り，なか で も通 詞 下 々 は 省略 され る こ とが多い な ど
，

階層 に より献立 数に差が み られ る．

　また，参下 向別で は宝暦 を除 き，い ず れ も ド向 に 比

べ て 参向の 献立 数 が 多い が，こ れ は往路に 比 して 大任

を終えた 帰路 の 日程 が宝 暦を除 きい ずれ も短 く （表

2），した が っ て 献 立数 も減少す る．なお，宝暦の 下向

で は 三嶋，占原，藤枝に 天候 の 理 由で ，臨時逗留と し

て 数 日 間滞在 して お り，こ の た め に 献立数が 増加 して

い る．

　（2） 来聘年別
・
獣鳥鯨肉類使用の 推移

　各来聘年 の 獣鳥鯨 肉類 の 使用頻度 を図 2・・1 ・−4 に示

し た．

　1）　野鳥類 （図 2−1）

　 4 同の 来聘 中 に使川さ れ た 野鳥類 は，かも （こ が も，
ま が も，くろ が も，お ながが も），き じ，が ん，さ ぎ

（あ お さぎ，ご い さ ぎ），うず ら，しぎ （ほ としぎ），
は と，ひ よ ど り，

ひ ば り，すず め
，

ば ん の 11 種 で あ

る．野鳥類 の 使用 は 「春の と りは鶴　きじ　鴫，夏 は

鷺　鷭　ほ じろ　ひ ば り　鶏 秋冬は 雁　鴨　此外あ

またあ り．其時せ つ を見合 せ つ か ふ べ し．か も は 四季

と もに よ し．春 は一
夜塩 よ ろ し i（記載な し a ，i

’
rJ年

不明）の よ うに季節 の 影響が大きい ．
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　図示 した 上 位 3 種 中，か もの 使用頻度 が 最 も 高 い こ

とも，か もは 1 年を通 じて使用出来た こ とに よ る もの

と考え られ る．また，野鳥類の 全体的な減少傾 向の 中，

正 徳度 の か も
，

が ん
，

宝 暦度 の き じ な どの 増加 は ，そ

れ そ れ 秋冬 の か も
，

が ん，春 の き じな ど各．
来聘．年 の 季

節の 影響とい える ．

　な お ，通信使の 野鳥類の 嗜好に つ い て は，朝鮮人 は

き じ を好 み （辛 1993），
が ん を 嫌 う　（柴村 1989）な ど
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の記録もみ ら れ る が ，史料中 の 野鳥類 の 使用頻度は，

か も 204回 ，
き じ 72 囮，と り 69 回，が ん 44 回で あ

り， 季節 の 影響 を考慮 して も こ れら下分の 供応 に は，

朝鮮人 の 嗜好 へ の 対応 は少なか っ た と考え られ る．

　 2）　に わ とり・た まご （図 2−2）

　 に わと りは来聘 4 回，下分 の 使用総数 263同 と野鳥

類 1位の か もを超え る 使用頻度 で あ る ，また 4 回 の 来

聘共 に ほ ぼ一
定 の 使用頻度 で 推移 し，来聘年，季節の

影響が ない こ と か ら，鶏 は 春 の 鳥とされて い る が ，こ

の 頃，すで に 家禽として 飼育 され て い る こ とが わ か る ．

幕府 の 下行品の 指定の 中に もに わ と りが多 くみ られ

（記載な し h，刊年不明），高止 と山下 （199  の 犬和

信使 下 向 で も，各地 の 食料供給 中 に わ と りが 道 中の

42 カ所，57 回 の すべ て に使 用 され るなど，数量 的に

も野鳥類を圧 して 多 く供給 可 能 で あ っ た．

　た まご もに わ と りとほ ぼ 同じ傾向で安定 した使 用頻

度 を示 して お り，犬和度に はすで に 通信使供応 の 重要

な食品 で あ っ た こ とが うか が え る ．

　野鳥類 とに わ と りの 使用頻度 の 推移 を比較 して 図

2−3 に示 し た．野鳥類の 使用頻度 は全 ll種 の 総 合 で，

正 徳度 に は か も，が ん な ど の 影響で 56．1％ と上 昇す

る が ， 宝暦度 に は 16．9％ に減少 し，に わ と りの 安定

した 供給 と は 対照的 で ある，

　 また ，野鳥類に は，塩 が も，塩 が ん な ど の 塩蔵 ［

lrl監
iが

使用 されて い る が，こ れ らは天和，延享な ど い ず れ も

夏期 の 鳥類の貯蔵法 と し て 多用 され た ．

　3）　 獣鯨肉類 （図 2−4）

　 4 圓の 来聘 に使用 された獣鯨 肉類の 種類は い の し し，

しか，うさぎ，た ぬ き，く じ らの 5 種で
，

い の しし，

くじらに は塩 い の しし，塩 くじ らの 塩蔵品がみ られる．

主な獣鯨肉類の 来聘年に よ る推移は い の ししは や や 増

加傾向，しか は減少傾 向を示 し
， くじら は 正徳度に高

くな る が他は ほ ぼ一
定 の 水準 で あ る．

　江戸時代 わ が 国 で は，仏教 に 由来 した獣肉食の 禁忌

が 行 わ れ た ．た だ し，現在で は江戸 時代に獣肉食が 行

わ れ た 事例 もい くつ か散見 され て お り実態は 不明 で あ

る が，公 的な供応 食 に 獣肉 の 使用 さ れ た事例 は 未見 で

あ る，こ の よ うな状況下 にあっ て
，

わ が国 で は異 な る

食文化の朝鮮国へ の 対応 と して ，こ れ ら獣肉 の ド行が

第 1 回 の 慶長 12 （ユ607）年 の 回答兼刷還使か ら行わ

れ，牛 （牛，牛肉），猪 （猪 ， 猪 の 足 ， 猪の 子，猪肉），

鹿 〔鹿肉，鹿の足〉な ど が贈 ら れ た （柴村 ／989），公

的 に は獣肉食禁 IEの 時代 に こ の よ うに 大量 の 獣肉 の 確

保は 各藩共に 困難 で
， LE徳信使 を迎 えた名古屋 で は，

朝鮮人が好む鹿の 捕獲 の た め ，2，500人 の 勢子 が 棚落

と し とい う猟法で 鹿 16 頭 を生け捕 りに し （辛 1993），

また ，同 じく止徳信使 を迎 えた広島で は，活畜活魚奉

行を置 き，雉子 ，鶏小 屋
， 猪小 屋 を 設 け ， 牛 ま で 飼 う

など （福 山市柄の 浦歴史民俗資料館，1二lj年不明），経

費，労役共に多くが 費や され た ．

　 こ の よ うな 凵本側 に 対 し，朝鮮側 で も 「朝鮮か ら持

参 した 乾燥 した 5頭 の 獰 （の ろ しか）の うち，馬州守

に 1 頭 与えた の み で 残 りは使 い 道 が な く持ち帰っ た 」

（曹 1748）な ど獣肉に対する食文化 の 差違が記 され て

い る．

　 また，こ れ らの 獣肉は 仏 芽で は 正 門 か らの 搬 人が は

ば か られ た た め
， 彦根藩で は 通信使宿 舎の 宗安 寺に，

止 門の 「赤門」 に対 し，獣肉搬入 の ため の 唐人門，高

麗 門 と も呼ば れ る 「黒門」が 作 られ る な ど （辛 19931

の 配慮がな されて い る，

　なお，第 1 回の ド行か ら うしが み られ ，前述 の よ う

に広島藩で は 牛飼育 の 記録 もあるが ， 天和以降の 供応 ，

下 行に うしの 使用 は な く，うしは 用意 したが実際に は

使川さ れ な か っ た と考えられ る ．

　獣鯨肉類 中，くじらは や や 異質で ，朝鮮人は くじ ら

に対する 日本人 の 嗜好を 「鯨肉は豚 の 脂肪層 の 如 くあ

っ さ りし て お り，日本人 は 国 中で 第
一

の 美味 し い 食べ

物 として い る一1（曹 1748〕や，1紀伊殿 よ り塩漬 け の

鯨 肉三 十 包 み （1包 ＝lO 條 ＝10 斤余＝約 6k9）を送

られ
， 対馬島の 人達 が 塩漬けの 鯨肉を美味 しい と言 っ

て 食べ た い と言 っ て い る の で 送 っ た」（趙 1764）な ど

と述べ て お り，さ ら に，壱岐島で は 「当地 の 入 の 捕鯨

の 遊 びを使行の
一
覧に供 し た い 」 と朝鮮 で は珍 しい 捕

鯨 の様子をみ せ られ て い る （曹 1748）．これ ら一
連 の

記述 か ら は，くじ ら が 獣 肉類 と は 反対 に 日本人 に は好

まれ る 食品 で あ っ たが，朝鮮人 に はな じみ の薄い 食品

で あっ た と 考え られ る．

　（3） 階層別 ・獣鳥鯨肉類使用 の動向

　獣鳥鯨肉類 の 同時代に おけ る食品と して の位置づ け，

異文化 へ の 対応 などをみ る 目的で，階層別 の 獣鳥鯨 肉

類の 使用状況 を図 3−1・一一・4 に示 した．

　た だ し，献立 は 階層 の 序列 に従 い 料理数 および食品

数が増減 し，階層別使用食品 の 頻度 は階層 の 序列 が 低

くな る 程減少す る．なお，階層 の序列は献立の 料理数

料理，食品な ど の 格差 に よ り示 され る が （濱 田 と林

1989 ；秋 山 1996）， 中官以 下 に お い て は ，こ れ ら の 格

差か ら示 され た 序列 は 中官，通詞，下 官，通詞下 々 で

あっ た，
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　 1）　野鳥類 ・に わ とり・た ま ご （図 3−L2 ）

　野鳥類で は か もの 使用頻度が 中官 ， 通詞 で は ト
．
官，

通詞 ド々 の約 5倍 と高 く，他 の 野鳥に比 して 上位 の 鳥

で あ っ た と推定 される，

　に わ と りは中官で は 40％，下宮で も 20％ を超え る

高 い 使用頻度 に対 し，通詞，通詞下 々 で は わずか に 5

％ と低 くな っ て い る．こ れ は
， 巾官以 ドの 役職 の 中 に

あ っ て ，通詞，通 詞下 々 が 目本人 で あ る こ と に起囚す

る と推定され る ．すなわ ち，市毛 と石川 （1984）の 近

世節用集類 の 諸彙調査 で は 「鶏関係語彙は採録頻度が

低 く，普及 して い なか っ た こ とが うかがえ る」とあ り，

また，『守貞漫稿』 で も に わ と りの 普及 は 文化 以来 と

あ る な ど （喜多川 181  ，に わ と りが 同時期の 目本で

は獣肉類 と同様に ，　 般 的に食用 とさ れ て い な か っ た

た め と考え ら れ る ．こ の こ と は
，

に わ と りと鳥類全体

の 比 較 （図 3−3） で も明 らか で
， 殺生戒 に よ る 禁忌 食

品 よ り除外され，食用 に供 され て きた 野鳥類 の 使用頻

度 は 通詞 で は 50％ を超え て い る．た だ し
， 中官 よ り

多い の は，通詞 で は に わ と りに代 えて か もな どの 野鳥

類 を使用 した た め と考え られ る ．

　2）　獣鯨肉類 （図 3−4）

　獣鯨肉類 中，い の しし，しかは使用頻度の 差は あ る

が ，中官 ，
下官に対 し

， 通詞 ， 通詞 下々 の 頻度が 低 く，

に わと りと同様の 傾向を示 して い る．こ の こ と は，同

時期，獣 肉食が わ が 国で は一
般 的で なか っ た こ と を示

し
， 獣肉 が 朝鮮人 の た め の 食材 で あ っ た こ と を意味す

る と考え られる．

　くじらは他 の 獣鳥肉類に 比 し て，使用総数が少な く，

わずか で ある が E位 の 中官，通詞に対 して，下位 の 下

官，通詞下 々 の使用頻度が 高い ．中官の使用頻度が 低

い こ と は ，前項 で 述 べ た よ うに く じ ら は 日本 人 に は 好

まれ た が ，鯨食の 食習慣の な い 朝鮮人 に は なじまなか

っ た た め で あ り，また，朝鮮 人 の 下官 を含め て 下位 に

用 い ら れ た の は，網取式捕鯨に よ りくじらの 捕獲量が

増加 し， 急速 に 庶 民 の 味 と な っ た （高正 1997） こ と

に よ る経 済性，お よ び 大量 に供給 が 可能 に な っ た た め

と考 え ら れ る ．

　さらに ， 図 2， 3 をク ロ ス させ た来聘年別 ・階層別
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図 4．食品 の 使用頻度 ・来聘年別 ・階層別

の 傾向 を，比 較的使用頻度が 高 く，上位 （中官
・
通詞）

と 1ヨ
’
f立 （卜

．’
痔 ・

通言司卜
．
・々〕，朝躰羊ノv 〔ヒ官

・
下官） と

目本人 〔通詞
・
通詞下 々 ）間の 使用頻度 が 異な る か も

と に わ と りに つ い て み た （図 4−1
，
2）．使用頻度が階

層 に よ り異なるか もで は，下位 は各来聘年共 に
一
定で ，

季節 の 影響 な ど に よ る 上位 の 使用頻度 の 動向に よ り階

層 の 格差が増減 して い る ，

　また，朝鮮人 と 日本入間で使用頻度の異な る に わ と

りで は ，全体と して来聘年に よ る影響 は 少な い ．た だ

し，日本人 （通訶
・
通詞 ド々 ）の 使用頻度は，延享，

宝暦 で は，わ ずかで は あるが減少 し，ほ とん ど使用 さ

れ な くな っ て い る （通詞2．2 ・1．9，通詞 ド々 1．2 ・0）．

こ の こ と は，来聘が 回を重ね る と共に彼我の嗜好など

が鮮明とな り，に わ と りの食習慣の な い R 本人へ の 対

応とも考えられ ，使用頻度が朝鮮人 と円本人間 で異な

る食品 で は次第に 階層 に よ る 格差 が 大 き くな る と推定

さ れ る ．

　以 ．ヒ
， 朝鮮通信使

．
卜分 の 供応 で は 献立形式，供応 の

形態な ど は 日本風 で あるが，食品面 で は鳥類 の に わ と

り，獣肉類 の い の しし，しかな ど，い ずれ も同時期の

わが国で は
一
般的に は食用 とさ れ な か っ た 食品に朝鮮

人 （中官 ・ド官） と目本人 （通詞
・
通詞下 々 ） の 間 に

顕 著 な 差 が み られ ，ま た ，反対 に く じ ら は わ が 国で は

好まれたが，鯨食の 食習慣の な い 通信使供応で は使用

頻度が低 い ．こ れ らの 結果か ら，朝鮮逓信使下 分 の 供

応 に 食晶の 面 か らの 異 な る 食文化 へ の 対応 が な さ れ た

こ とが うかがわれ る，

　（4） 来聘年別 ・獣鳥鯨肉類と 調理 法

　朝鮮通信使 4 回の 来聘を通 して
， 獣鳥鯨肉類 は ど の

ように調理 され た か を調査 した ．

　来聘年に よ る 調理法 の 推移 を獣鳥鯨肉類総合，獣鯨

肉類お よび使用頻度上位の か も，に わと り，た まご に

つ い て 図
「

J
−1　一一5 に図示 し た．

　なお ，供応食の 献立 の 記録 は
， 天和信使 で は調理法

お よ び食品名に よ り構成 され て い る が，次第 に調理法

の 　
・
部は平皿，坪 m な どの 器名に移行 し，器名に よ る

献立書が増加す る．こ の ため，調理法に加え使用頻度

の 高い 器名 に つ い て も図 中 に示 した．

　エ） 獣鳥鯨 肉類総合 の 調 理法 （図 5・−1）

　獣鳥鯨肉類の 全食品中，使用頻度の 高い 調理法 は 煮

物，汁物，焼物お よび器名 の 平開 で ある ．調理法 の う

ち
， 煮物に は 大煮物 ， 煮染 ， 煮冷，筍羹，濃醤，南蛮

煮，た ま り煮，の っ ぺ い ，冶部煮 （じぶ じぶ ），煮鳥，

煮鹿 （鹿煮），ふ わ ふ わ （た まご ｝，煎物 ，船場煎 ， 煎

Lげ，煎鳥 ，煎鶏，煎鹿，煎猪，皮薫，煎菜，鍋焼 ，

貝焼 な どの 料理 を含め，焼物に は焼鳥 （鶏，雉了
・〉，

焼鹿，焼猯な どを含め た ．な お
， 煎鳥 な ど の 煎物 は煮

物に含め たが ，来聘年に よ る 変化が顕著 で
， 煮物 （煎

物 を除 ⇔ とは異な る傾 向を示す た め 別 に推移 を示 し

た．ま た
， 少数例 の 茹物，て ん ぷ ら，蒸物な どをそ の

他 に
， 鱠 ， 酒浸 の よ うな調理法の み，に わ とり，しか

の よ うに食品名 の み，肴，台引，猪口 などの 器名に よ

る もの な どを不明に分類 し た，

　 こ れらの調理法の うち，使用頻度が増加傾 向を示す

の は わずか に煮物で ，汁物，焼物 の 調理法は い ず れ も

減少して い る．また
， 前述 の ように 正徳度以降増加す

る器名中，平 皿 （平，平⊥U助 ，平盛 を含め る）の 使用

頻度は 増加傾 向で あ る ．なお，平 ［lll．の 料理 は 史料中 で

は同
一

料理 に対 し，階層に よ り煮物，平皿 が 同時に用

い られ る事例 お よ び，食品な どか ら平 咀 の 多 くが煮物

の 調 理 法 と推定さ れ る ．こ の よ うな 平 皿 の 内容 を考慮

す る と，煮物の 調 理 法は さ ら に増加す る と考えられ，

煮物は宝 暦度に は 全 獣鳥鯨肉類 の 調理法 の 66．7％ を

超 え る と推定 され る．煮物 の 調鯉法の うち，勲鳥，煎

鶏 な ど の 煎物 は，天和度の 工2．8％ か ら宝暦度で は 2．8

％ と ほ ぼ 焼物 と 同様 の 減少傾 向で あ る．

　 こ の よ う に獣鳥鯨肉類の 調 理法は，天 和度 の 約半数

を占め る 汁物 および煮物，焼物な どの 調理法か ら，宝

暦 度 で は 平 皿 を含 め た 煮物 が約 65．4％ を占め ，次 い

で 汁物 の 2 種類 の 調理法へ と集約さ れ て い く．
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　2）　獣鯨肉類の 調理法 （図 5−2）

　獣鯨肉類は い の し し，しか，うさぎ， た ぬ き， く

じ らの 5 種で ある．獣鯨 肉類 の 調理法 の 特徴 は，天

和度か ら宝暦度 に か け て 煮物が 減少傾 向，焼物 が増

加傾 向と な り ， さら に 煮物 中 の 煎物 は宝暦度に は，

煮物 の す べ て を占める高 い 使 用頻度 とな る な ど，獣

鯨 肉類 に は 鳥類 と は 異 な る 独 自の 調理法 の 傾 向が み

られ る．

　獣鯨 肉類 を個 々 に み る と，い の し し の 調理法は，

汁物，煎猪，皮煎 の 煎物 や の っ ぺ い な ど の 煮物 の 他 ，

平 1凱に は 「猪油あけ，干わ ら ひ，竹の 子」 とあ り，

い の ししを油 で揚げた煮物 もある．

　しか の 調 理 法 で は，煎鹿 ， 煎羽
， 煎 ヒげ の 煎 物 ，

　 ％
908070605040302010

宝

暦

延

享

　
正

徳
天

和

d

癌力3一5図

煮鹿 （鹿 煮，色付煮鹿），た ま り煮 ，
じぶ （じぶ 煮）

な どの 煮物が 4 回の 来聘を通 じ て よ く用 い られ，次 い

で 焼鹿な どの焼物 の 他，茹鹿は 山葵味 噌，醤油かけな

どで 食べ ら れ る．

　そ の他 の うさぎ，た ぬ きは い ずれ も吸物で あ る．

　く じ ら．の 調理法は身 くじら，皮 く じ ら，塩 く じ ら共

に，平 皿 の 2 例 を除 きすべ て 汁物 で ，だ い こ ん，ご ぼ

う，ね ぎな ど と 共 に 汁 に仕立 て られ て い る．

　3） か も，に わ と り，た ま ご の 調 理 法 （図 5−3〜5）

　か もの 調理法は汁物，煮物お よ び 平 皿 で あ る．なか

で も，汁物 は時代 が 下 が る に し たが っ て 80．9％ か ら

62，5％ と減少傾 向 に あ る が ，他の 料理 法よ りも高 い 硬

用頻度 で あ り，か もの 主
．
要な 調理法で あ る．
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　汁物の か もに は 「貞鴨胡麻の 油あけ」の よ うに揚げ

て 用 い る 事例 の 他，「鴨　こ ほ う　大 こ ん 　吸口 ゆ ふ

た の 上 二 置　こ ま の 油」 の よ うに 油 を 加 えた独特の 汁

物 もみ られ る．煮物 は 17，0％か ら 17．5％ と ほ ぼ 一定

の 水準で あ る が平皿 を含め る と増加 の 傾 向で ある．ま

た，煮物は煎鳥な どの 煎物 の 他，の っ ぺ い ，じぶ 煮，

煮染な どで ，天 和度で は煎鳥などの煎物の み か ら宝暦

度 に は 煮物 の み と な る な ど 獣 鯨肉類 と は 異 な る 変化が

み られ る ，「料．
理物語』 で は

， 「鴨　汁　骨ぬ き　い り

烏 　生皮 　さしみ 　なます 　こ くせ う　 くしや き　酒

び て　其外色 々 1（記載な し hl643 ）の よ うに ，か も

の 多彩な調理法が示 され て い る が， 卜
1
分 の 供応 で は，

か もの 調理法は汁物，煮物が主体で あ る ．

　その 他の こ とり，きじ，は と，さ ぎ，ひ よ どり，う

ず ら，しぎ，
ひ ば り，すずめ な どの 野鳥類は，か もと

は 異な り 「焼鳥，きしあ ぶ ら引　さん せ うしほ」 の よ

うに焼物の調理法が用 い られ る．

　に わ と りの 調理法 は正徳度 で は使用 頻度 36．4％ の

汁物を筆頭 に，以 ド煮物，焼物 の 順序 か ら，宝靨度 で

は 煮物が 44．4％ と高 くな り，以 下 汁物，焼物へ と変

化する．煮物 に は煎鶏，煎上 け，せ ん は 入 の 煎物，の

っ ぺ い
， な ん ば ん 煮 ， 煮染 ， 濃醤 な ど が あ り，

一
部 の

煮物 に は 「ご まの 油 に て 上け用る」用法や，揚げ た食

品 との 取 り合 わせ な ど油 の 使 用 に 特徴があ る．煮物 は

か もと 同様に ，天和度 は煎鳥な ど の 薫物 が 25，5％ と

煮物中の 3／’iを占め る が，宝暦度 で はわずか に 2．7％

に減少す る な ど の 変化が み ら れ る．また ，平皿 は宝暦

度 には やや減少す る もの の 急激に増加 して お り，平⊥皿

を加 えた煮物 の 調理法 は に わ と り全体 の 調理法の 66．6

％ を占め る な ど，に わ と りの 調理法は 次第 に 煮物，汁

物 に集約 され て い く，焼物は 暁 鳥，油醤拙付 けや き」

1油醤油付けあぶ り」「に わ鳥色付」などで ある．そ の

他の 調理法は 大和度の 鱠，茹鶏，割鶏，正徳以降の て

ん ぷ ら な どが ある ，また，宝暦信使の 止 使趙の rl記に

は，壱岐島で 人 々 （裨将と員役）に膳を持ち寄 っ て 座

らせ
， 卜

．
行 の 鹿肉をそ の 場 で 金網で 焼 い て食べ ，楽 し

んだ こ とが書かれ て お り （趙 1764），旅中の 簡便さも

あ る が，獣肉類 に 対 して は焼物 な ど の 調理法が好 まれ

た こ とが推定さ れ る．

　 た まご の 調理 法はす べ て が煮物お よび平 皿Lで ，煮物

は や や 減少傾向，平 隴 は増加傾 向で ，全体と し て は 増

加の傾向で ある．煮物の種類に は大煮物，煮染，煎物，

筍羹，煮冷，冷物，ふ わ ふ わ，貝焼，鍋焼，玉子 割衡

な どの 調 理 法が あ り，そ の 他 に は わず か で あ る が 汁物，

て ん ぷ ら，鱠，煮酒和，刺身な どもみ ら れ る．

　獣鳥鯨肉類の調理法は 全体と して 天 和度の 汁物，煮

物 ，
焼 物か ら，宝暦度で は 煮物 〔平 皿 を含む ）

， 汁物

へ と推移 して お り，主と して，か も，にわ と りな ど の

鳥類が こ れ ら と 同傾向を示 して い る ．また，獣鯨 肉類

は先述 し た よ うに，焼物の 増加，煮物申の 煎物 の 頻度

の 高い こ となど全体と は や や 異な る傾向が み ら れ た．

　こ の よ うな調 理 法の 変化 の
一一

因 に は
，

天 和 か ら宝 暦

の 約 80年間にお け る 調理法 の 多様化 ， すなわ ち ， 多

様な煮物料理 の 発達が推定 で き る．

　（5） 階層別 ・獣鳥鯨肉類 と調理法

　階層に よ る調理法の 差違 をみ る 目的で，野鳥類，獣

鯨肉類，に わと りに つ い て 図 6−1−一一3 に まとめた．

　野鳥類は 上位 （中官 ・
逓詞）と下位 〔下官 ・

通詞下 々 ）

に よ り使用頻度に格差の み られ る食品 である．主 な 調

理法は汁物，煮物，焼物で ，こ れ ら調理法の 格差 は 中

官，通詞に高 く， 卜
．
官，通詞 卜

．
々 に低 くな る など，各

階層 の 調理法 の 頻度 に 比例 して お り，階順別 また，朝

鮮人 と H 本 人間 の 差違 は み られ ない よ うで あ る．

　図 2，3 は い ずれ も朝鮮人 （1Li官 ・
ド官） と［一［本人

（通詞
・通詞下 々 ）間 に格差の み られ る食品 で ある．

主 な調理法 は 野鳥類 と 同様 に 煮物 ， 汁物 ， 焼物 で
， 獣

鯨 肉類 ，に わ と り共に調理法 の 階層による格差 は 中官，
．
ド宮 に 高 く，通詞，通詞 下 々 に 低 い な ど，それぞれの

階層 の 調理法 の 使用頻度 に ほ ぼ 比例 して い る ．た だ し，

獣鯨肉類 の 汁物が下位 の 下官と通詞下 々 に多 い の は，

こ れ らの 階層 に 比較的くじ らが 多 く用 い られ る た め で
，

く じら は
， 正 徳信使 ・

下 官 の 平 皿 （煮物） の 2 図

（「くじら，湘あげ と うふ 」「くじ ら，あげふ ，ね ぎ」）

を 除 きすべ て が 汁物 の 調理法に よ る た め で あ る ．

　以上 の ように，調理法 の 階層別 ，お よび朝鮮人 と ［1

本入間に よる格差 はみ られず，格差 の 多少は調理法の

使用頻度に ほ ぼ比例 して い る，こ の結果か ら，前述の

食品面で は異な る食文化，嗜好 に対する対応が うか が

わ れ る が ，大量調理 が 実施さ れ た ド分に つ い て は，調

理法の 配慮は な され な か っ た と推定 され る 、

　4．結　 　語

　朝鮮通信使 は親善使節 と して ，慶艮 12 （1607）年

か ら文化 8 （1811＞年まで の 約 200年間に 12 回来日

して い る．本報で は，わ が 国 に お け る 獣鳥鯨肉食の 実

態，ひい て は異文化受容の解明を主た る 目的として，

天和，正徳，延享，宝暦の 各信使 の ト
．
分 の 供応食 中，

獣鳥鯨 肉類 の 食品 お よ び料理 の 調査 を行 っ た．結果 は
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図 6．調理法 ・階層別

ド記の よ うで ある．

　食品は 4 回 の 来聘 を通 じて ，野鳥類 の 季節に よ る 増

減お よ び減少傾向が あげら れ る が ，全体 と して の 変化

は少ない ，また，階層別使用食品の頻度か ら，に わ と

り，い の しし，しか に朝鮮人 と日本人 に 顕著な差が み

られ，また，く じ らの 下位に お け る 使用頻度が高い こ

となどか ら，食品面 に お い て 異なる食文化，異な る嗜

好に対する対応が うか が わ れ る ，

　調理法は 全体 と して は ，時代 の 進行に伴 い ，汁物 ，

焼物 の 減少傾 向，煮物 ，平皿 の増加傾向が 顕著で
， 調

理法 は 次第 に 煮物 （平皿）に集約さ れ 画
．・

化 され て い

く．た だ し，獣鯨肉類 は 煮物，汁物 の 減少傾向，平皿，

焼物 の 増加傾 向と異なる傾向を示すな どの 結果 を得た．

　今後は さ ら に朝鮮通信使 に お け る他 の 食品群お よ び

ヒ分の 食品の 調査な ど を継続 し，江戸時代の 食文化の

解明 に つ と め た い ．

　終わ りに
， 本研究 に 際 し貴重 な資料を ご提供下 さ い

ま した慶応義塾大学図書館 に厚 くお礼を申し上げます．
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